
 

 

国際ロータリーテーマ   2021～2022 年度 東京小金井さくらロータリークラブのテーマ  

「 新 た な 一 歩 を 踏 み 出 そ う 」 会 長 真 野 文 恵                            

   
   国際ロータリー 会長   第 2750 地区多摩中グループ、東京小金井さくらロータリークラブ 

シェカール・メータ                         2021/ 9/ 8 発行   

第 1318 回 例会報告       2021 年 9 月 1 日〔水〕12:30～13:00  

         本日のプログラム: リモート    

■ 点鐘開会         真野文恵会長 

■ ロータリーソング “君が代・奉仕の理想 

■ ４つのテスト 前田会場監督 

① 真実かどうか！ 

② みんなに公平か！ 

③ 好意と友情を深めるか！ 

④ みんなのためになるかどうか！ 

■ 会長の時間        真野文恵会長 

9 月の声をきいたら涼しくなり、皆さん体調の管理にはご留意下さい。また、本日は最後に黒田の時間があります。皆さんに

はお手元にロータリーの友が配布されています。国際版の“ROTARY”が本部より毎月クラブに届いていて、黒田会員に読ん

でいただいていました。世界に向けたロータリー情報の内容の違いを黒田会員を通じて、皆さんに提供していただきたいと

思いで、”黒田の時間“といたしました。この時間は世界のロータリーを覗く窓です。ご期待下さい。もう一つ、８月２９日

に宮地楽器ホールにて４３回続いている伝統のある小金井薪能が開催されました。昨年はコロナにて中止、今年は感染防止

も万全の体制で開催され、準備に相当な時間を費やされたことと思います。スタッフも皆さんボランティアで行われて、統

率が取れて熟年した対応に感服しました。関係者一同に敬意を表したいと思います。何事も準備が一番大切です。どれだけ

準備に時間をかけたかが成功に関係します。私の仕事で証人尋問をする際には、本人尋問、承認尋問、反対尋問のいずれも、

何をどう聞くか！どういう順番にするか！どういうふうに追い詰めるか！どうかためるか！尋問を成功させるには準備が必

要です。薪能については昨年中止したことで、今年は新たな一歩を踏み出しました。クラブテーマと同じである。新たな一

歩を踏み出したことに敬意を表しました。 

■ 会務報告         藤原康弘幹事 

＊地区より佐賀・長崎豪雨災害支援金のお願いが届きました。第 2740 地区よりの支援要請です。皆様ご協力宜し

くお願いいたします。 

＊10/24 世界ポリオデーのイベント、ウオークラリー参加の際には、“POLIO ＥＮＤ NOW”T シャツを着て

参加していただきたいと思います。一枚 1650 円です参加希望者は購入をお願いいたします。 

 

 

 



 

■ 委員会報告 

会員維持委員会・渡辺委員長より 

本日例会終了後にカウンセラー会議をおこないますので宜しくご参加下さい。 

■ 出席委員会            橋田委員 

会員数２９名・欠席者５名 本日の出席率８２，７６％  前回の訂正ありません  

■ 会員記念日 おめでとうございます 

【結婚記念日】  是枝嗣人さん 9/3  山崎真光さん 9/30          

■ニコニコボックス            江崎会員 

真野、藤原会員：黒田さん、本日は「黒田の時間」をお引き受けいただき、誠にありがとう

ございます。世界のロータリーの情報を小金井さくらの全員に共有いただきたくニコニコし

ます【大ニコ】 

佐藤 剛会員：第４３回小金井薪能公演が２９日に無事に終了しました。コロナ禍での公演は苦労も多かったの

ですがご協賛いただきました皆様のお陰で開催できました。ニコニコします【ニコニコ】 

清水陽子会員：先日波多野さんより幹事お疲れ様の素敵なプレゼントのブローチをいただきました。とても嬉し

かったのでニコニコします。ありがとうございました。【ニコニコ】  

海堀敏光会員：先日妻の誕生日にお花をいただきありがとうございました。お陰で少し会話が出来ました。【ニ

コニコ】      合計：11,000 円       

■2020～2021 年度事業報告＆会計報告   清水前年度幹事より 

報告書と会計報告書を各自に配布、清水幹事より内容についての報告 

 

黒田の時間：黒田百樹会員より 

 “ROTARY”英語版の雑誌の掲載内容についてご紹介します。1911 年

に最初に発刊され、様々な情報を 110 年間にわたり色々な波を潜り抜けて、

常に新しい特色をもって、未来に準備していかないといけないことを極めて的確に捉え、題目として

掲載されています。マイブレーション(移民、難民)・リーダーシップ・環境問題等のどの項目も社会が

今後存続していくのに必要であり、この問題をさけて通ることができないことです。マイブレーションは

古代ローマのころから、移民については受け入れるか？入れないのか？問題とされていました。そんなことがこの内容から

わかります。リーダーシップは日本の活力は低く、優れたリーダーを育成できている企業は伸びている。リーダーシップをい

かに発揮するかが、大事である。理想のリーダーシップはない。時代や場面によっても違うのが当たり前。特に大事なことは、

自分でコントロールができなくなる巾以上にリーダーシップで追い込むとその人材は活用できなくなる。今の若い人材は

我々のころのように、頭を押さえつけたり、怒鳴ったりしても言うことは聞かなくなり、やる気もなくす。感情の巾の範囲に抑え

ながら、少しずつその巾を広げていくように社会とみんなが人材を育てて、良いリーダーとなる。さくら RC の未来も会長、幹

事がリーダーシップを発揮できるように会員が協力していきたいと思います。                            

■点鐘閉会          真野文恵会長 
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               TEL 042-387-6688    FAX 042-387-8008 

  例会場：東京都小金井市本町２－５－４  多摩信用金庫・小金井支店４Ｆ 

  会 長: 真野文恵 幹 事：藤原康弘  会報・プログラム委員長：波多野典子 

              e-mail：sakura-rc@jcom.home.ne.jp 委 員：後藤・遠藤・黒田・是枝・信山 



       

      



  


